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・先行研究の紹介
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・テーマ別ディスカッション

・質疑応答

・まとめ

本日の内容



•本邦での総合診療医の学術活動は不十分

•米国のホスピタリストが地位を確立するために重要な要素

→研究生産性＋学術分野としての発展

目的

医師像と役割を明確にするために
さらなる学術活動の発展が必要

総合診療専門医

新家庭医療専門医

病院総合診療専門医



総合診療領域の研究テーマには教育や
疫学などが含まれ、多岐に渡る

研究領域における我が国の総合診療医の
役割は明確にされていない

本セッションでは総合診療医の研究テーマを
明確にし、分類及び体系化することを目的とする。

目的
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J Gen Fam Med(1.443) Takashi  Watari, MD, PhD



Int J Gen Med(1.927) Takashi  Watari, MD, PhD

Research Trends in General Medicine Departments of University 
Hospitals in Japan Int J Gen Med, 2021. In Press



Int J Gen Med(1.927) Takashi  Watari, MD, PhD

Research Trends in General Medicine Departments of University 
Hospitals in Japan. Int J Gen Med, 2021. In Press

Table 1: Research themes of General Medicine departments of university 

hospitals classified using the Review Section of the Japanese KAKENHI 

classification
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JSHGM会員向け調査結果

全学会員1886名中、274名（14.5％）が回答

Googleフォームを用いたアンケート調査

先行研究（Watari T, et al. Int Gen Med, 2021）と

同じ分類から択一

総合診療ならではの研究テーマから選択（複数選択可）



64%

16%

8%

6%

2%

3%

1%

メイン研究

臨床研究

基礎系

公衆衛生・予防医学

医学教育

組織・病理

医療サービス・安全・質

その他

　臨床研究 148

　基礎系 38

　公衆衛生・予防医学 18

　医学教育 14

　組織・病理 4

　医療サービス・安全・質 7

　その他 3

その他内訳

医療倫理 1

TR 1

医療機器開発、テクノロジーの社会実装 1

結果



21%

18%

18%

10%

10%

9%

4%
3%

3%
3%

1%

研究テーマ

臨床疫学

該当なし

診断医学

症候学

在宅・地域医療

総合診療教育

診断エラー

身体診察学

病院管理・経営

組織運営

デザイン

　臨床疫学 83

　該当なし 74

　診断医学 73

　症候学 41

　在宅・地域医療 39

　総合診療教育 36

　診断エラー 14

　身体診察学 14

　病院管理・経営 14

　組織運営 10

　デザイン 5

該当なし内訳

医療ICT 1

産業医学 1

スポーツ医学 1

通常の臨床医学の研究 1

長寿因子について 1

東洋医学 1

癌治療 1

臨床介入研究 1

臨床観察研究 1

ACP 1

代替医療 1

リハビリと栄養等 1

感染症 1

HIV/AIDS診療 1

マーケティング 1

肝炎ウイルス 1

生体ガス 1

行動変容 1

消化器疾患の診断と治療など臨床研究 1

臨床病態解析 1

非侵襲的検査 1

病態学 1

該当するものはない 56

分類がわかりません 1

結果
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ディスカッション

に関する研究について、実例を紹介しながら議論する

総合診療ならではのテーマ

臨床疫学
診断医学
症候学
在宅・地域医療
総合診療教育
身体診察
診断エラー
病院管理・経営
組織運営
デザイン



臨床疫学



Medicine (Baltimore) (1.552) Taro Shimizu, MD, PhD, MPH, MBA

https://bit.ly/2SNSmy1

原因不明の発熱を有する紹介患者に
対する外来フォローアップの安全性を
検証した後方視的研究



Intern Med (1.005) Masaki Tago, MD, PhD

10年分の大学病院のIE
症例の関する記述研究。
2000年に国内で実施さ
れた研究結果との比較。

https://bit.ly/3eD3kic



BMJ Open (2.496) Masaki Tago, MD, PhD

https://bit.ly/3hkBr0c

大学総合外来の腹痛患者の部位と原因臓器
の研究。1997年に当院で実施された研究結果
との比較。



GGI (2.022)

高齢者では急性感染症で白血球増多が乏しい
という経験則を実証するために憩室炎を高齢者
と非高齢者で診療所見を比較

https://bit.ly/3y1r4UO

Yosuke Sasaki, MD, PhD



J Infect Chemother (1.722) Yosuke Sasaki, MD, PhD

感染性腸炎入院例への経験的抗菌薬
投与が入院期間を短縮するか比較した
後方視的研究

https://bit.ly/3y7pKQ8



J Infect Chemother (1.722)

https://bit.ly/3bkR1Vy

伝染性単核球症の臨床症状の
男女差を調べた疫学的研究

Yosuke Sasaki, MD, PhD



Infection (3.040) Yosuke Sasaki, MD, PhD

糞線虫関連髄膜炎に関する疫学的研究

https://bit.ly/3tLU7IQ



診断医学



IJERP (2.468)

https://bit.ly/3y2qBBL

AIを活用した鑑別診断リストが、
医師の診断精度に与える効果を
検証したRCT

Taro Shimizu, MD, PhD, MPH, MBA



BMC Infect Dis (2.688)

2018年に大学総合診療科で採取した血液培養の陽性率が、
末梢好酸球増多で予測できるか検討した後方視的研究。

https://bit.ly/2Rcua7R

Taro Shimizu, MD, PhD, MPH, MBA



BMC Infect Dis (2.688)

https://bit.ly/2Rcua7R

2018年に大学総合診療科で採取した血液培養の陽性率が、
末梢好酸球増多で予測できるか検討した後方視的研究。

Taro Shimizu, MD, PhD, MPH, MBA



Int J Gen Med (1.927)

Pivot and Cluster Strategyについて説明した論文

https://bit.ly/3bnkTkm

Taro Shimizu, MD, PhD, MPH, MBA



Med Teach (2.654)

https://bit.ly/3hf0SQG

System 2は難症例につよいが、
シンプルケースでは逆に診断の
正確性が落ちるということを示し
たクロスオーバー試験

Taro Shimizu, MD, PhD, MPH, MBA



症候学



World J Clin Cases (1.013) Yosuke Sasaki, MD, PhD

急性虫垂炎と上行結腸憩室炎の臨床的鑑別点を
明らかにするための後方視的研究https://bit.ly/33EPsO9



単純性虫垂炎と複雑性虫垂炎の臨床的鑑別点
を明らかにするための後方視的研究

https://bit.ly/3y50gTH

World J Clin Cases (1.013) Yosuke Sasaki, MD, PhD



J Infect Chemother (1.722) Yosuke Sasaki, MD, PhD

EBVとCMVによる伝染性単核球症の
臨床症状の鑑別点を調べた後方視的研究

https://bit.ly/3hkGzkY



在宅・地域医療



BMC Fam Pract (2.022)

地域医療機関と連携した研究。ポリファーマシーの実態
調査とフィードバックによる介入効果について検討。

https://bit.ly/3tznz4A

Kiyoshi Shikino, MD, PhD, MHPE



BMC Geriatr (3.077) Masaki Tago, MD, PhD

寝たきり度、認知度の評価者間信頼性と
基準関連妥当性を検証

https://bit.ly/2RJkBNM



総合診療教育



BMC Med Educ (1.831) Kiyoshi Shikino, MD, PhD, MHPE

総合診療科の臨床実習で教育手法（オンライン）
をそのままリサーチにした。教育自体を研究に
落とし込むことで、インセンティブを。

https://bit.ly/3eGjjMA



診断エラー



Intern Med (1.005) Takashi  Watari, MD, PhD

https://bit.ly/2QeNCjY

患者側勝訴 (内科医敗訴) システムエラーこそ圧倒的に変革と改
善が必要かもしれない。
夜勤の調整、悪性腫瘍を想起した時、etc

我が国の内科医に対する医療訴訟 (n=419)



PLoS ONE (2.740) Takashi  Watari, MD, PhD

我が国の医療訴訟の診断エラー訴訟に対する
関連要因を示した

https://bit.ly/3f9oVxL



身体診察



JAMA Netw Open (5.032) Kiyoshi Shikino, MD, PhD, MHPE

身体診察教育の新しい方法を考え、
検証した研究。特に、教えにくい眼底
診察に着目した。

https://bit.ly/3eJRB1v



JHGM 

外来での腹痛患者に対する逆カーネット徴候が腹腔
内疾患の予測に有用かを調査した前方視的研究。

https://bit.ly/3fohRxl

Taro Shimizu, MD, PhD, MPH, MBA



JHGM 

外来での腹痛患者に対する逆カーネット徴候が腹腔
内疾患の予測に有用かを調査した前方視的研究。

https://bit.ly/3fohRxl

Taro Shimizu, MD, PhD, MPH, MBA



Intern Med (1.005)

Frank signと同等の意味を持つ可能性のある
新しいフィジカルサインの提案。

https://bit.ly/3uM1EZu

Taro Shimizu, MD, PhD, MPH, MBA



病院管理・経営



JMIR Med Inf (2.577)

AI問診の使用が患者の待ち時間を短縮したかどうかを
検討した後方視的研究

https://bit.ly/2RPDezl

Taro Shimizu, MD, PhD, MPH, MBA



Cureus Takashi  Watari, MD, PhD

https://bit.ly/2RM1nXE

ミャンマーと日本のMRI利用可能・
インフラ状況の比較から神経所見
よりも画像偏重の診療への
Choozing wiselyの提案



組織運営



J Gen Fam Med Takashi  Watari, MD, PhD

ポストコロナの総合診療のあり方
について、Narrative reviewで提示。

https://bit.ly/3y7kdZS



JAMA Netw Open (5.032) Takashi  Watari, MD, PhD

我が国の大学病院における女性医師の
ガラスの天井を経時的に示した革新的な
データ提示。

https://bit.ly/3bkvJaI



J Gen Fam Med Takashi  Watari, MD, PhD

スウェーデンと日本の総合診療医の
実情と育成様式の違いをナラティブ
に検討し、プライマリーヘルケアセン
ター構想の導入の提案

https://bit.ly/3uLpp3G



デザイン



PLoS ONE (2.740) Masaki Tago, MD, PhD

https://bit.ly/3hjjZcd

寝たきり度を含む8項目のデータを用いて、ロジスティック回帰
モデルによる簡便な転倒予測オリジナルモデルを開発。



PLoS ONE (2.740) Masaki Tago, MD, PhD

https://bit.ly/3hjjZcd

寝たきり度を含む8項目のデータを用いて、ロジスティック回帰
モデルによる簡便な転倒予測オリジナルモデルを開発。



QJM (2.529) Masaki Tago, MD, PhD

https://bit.ly/3uHnixU

地元企業とともにコロナ禍のPPE不足
解消のために紙製のフェイスシールド
を開発。新しいアイデアの提案。



QJM (2.529) Masaki Tago, MD, PhD

https://bit.ly/3uHnixU

地元企業とともにコロナ禍のPPE不足
解消のために紙製のフェイスシールド
を開発。新しいアイデアの提案。



Int J Gen Med (1.927) Masaki Tago, MD, PhD

地元企業とともにコロナ禍のPPE不足解消のために
紙製のフェイスシールドを開発。その後改良版の提案。

https://bit.ly/3tDCgUb



Int J Gen Med (1.927) Masaki Tago, MD, PhD

地元企業とともにコロナ禍のPPE不足解消のために
紙製のフェイスシールドを開発。その後改良版の提案。

https://bit.ly/3tDCgUb
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また、

病院管理・経営、組織運営、
デザイン、総合診療教育など
システムや教育に関わる

テーマも頻度が高かった。

総合診療医の

多くは

臨床研究を

実践
臨床疫学

診断医学

症候学

在宅・地域医療

総合診療教育

身体診察

診断エラー

まとめ



リストDLは
こちらから


